
宿泊旅行統計調査（平成２５年７月～９月）

～日本人延べ宿泊者数、外国人延べ宿泊者数ともに調査開始以来、最高値～

平成25年12月13日

観 光 庁

問い合わせ先
観光庁観光戦略課 森（内線27-211）

観光戦略課調査室 山本、高橋、岸本（27-214、27-215）
TEL 03-5253-8111

03-5253-8325(直通)
FAX    03-5253-1563

※ 平成23年3月の東日本大震災による影響を含まない比較のため、平成24年に加え、平成23年、平成22年の同期比等も掲載しております。

〈前年同期比・前々年同期比等の算出について〉
●本プレスリリースにおいて、平成24年同期比等を算出する際は平成24年確定値(遡及推計)、平成23年同期比等を算出する際は
平成23年確定値（遡及推計）、平成22年同期比等を算出する際は平成22年確定値（遡及推計）を使用しています。

●平成22年第２四半期の調査より、従業者数10人未満を含む全宿泊施設に調査対象を拡充しています。
（データご活用の際、経年比較する場合等には、ご注意下さい。）

●平成25年第1四半期より、国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数の調査において、インドネシアを追加しています。
●平成25年第2四半期より、国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数の調査において、ベトナム、フィリピンを追加しています。

○当期の日本人延べ宿泊者数は、約1億2,420万人泊（前年同期比

+3.5%）、外国人は約918万人泊（前年同期比+30.9％）。調査開始（平成

19年）以来、最高値を示した。

○本年7月よりビザが緩和された東南アジアの一部について、比較可能

な国の伸び率をみると、タイ（前年同期比+61.7%）とマレーシア（前年同

期比+44.6%）が大幅に拡大した。

○東北6県の延べ宿泊者数は、平成22年同期比+1.7%。観光目的では、

平成22年同期比 -17.9%で平成22年水準には戻っていないものの、減

少幅が縮小し回復傾向がみられる。

平成25年第3四半期の調査結果の概要

１．延べ宿泊者数は、約1億3,338万人泊（前年同期比+5.0%）、日本人延べ宿泊者数は1億2,420万人泊（前年同期

比+3.5%）、外国人は約918万人泊（前年同期比+30.9％）。調査開始（平成19年）以来、最高値を示した。 ・・・ １頁

２．都市部をはじめ九州地方など、全国28都道府県では前年同期比で増加した。 ・・・ 2頁

３．東北6県の延べ宿泊者数でみると、平成22年同期比+1.7%。観光目的では平成22年同期比-17.9%、ビジネス目的

では平成22年同期比+25.5%。観光目的では、平成22年水準には戻っていないもの、減少幅が縮小し回復傾向が

みられる。 ・・・ 9頁

４．外国人延べ宿泊者数は、40都道府県で前年同期比を上回った。 ・・・ 3頁

５．国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数は、第１位が台湾、 第２位が中国、第３位が韓国で、上位３ヵ国・地域で全

体の５割以上を占める。伸び率でみると、台湾（前年同期比+76.7%）、香港（前年同期比+64.1%）、タイ（前年同期比

+61.7%）は、大幅に拡大した。 ・・・ 5頁

６．全国平均の客室稼働率は59.9%、施設別でみると、旅館が38.5%、リゾートホテルが61.1%、ビジネスホテルが73.0%、

シティ ホテルが78.8%、会社・団体の宿泊所が36.5%。 ・・・ 6頁
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平成25年第３四半期（７月～９月）の調査結果の概要

1. 延べ宿泊者数に関する結果

(1) 延べ宿泊者数

①四半期別 延べ宿泊者数、うち外国人延べ宿泊者数の推移

○延べ宿泊者数は、約1億3,338万人泊（前年同期比+5.0%）で、日本人は
1億2,420万人泊（前年同期比+3.5%）、外国人は約918万人泊（前年同期
比+30.9％）。

○延べ宿泊者全体に占める外国人宿泊者の割合は6.9%であり、平成22年
の水準と同様。

延べ宿泊者数及び外国人延べ宿泊者数（全体に占める構成比）の平成24年、23年、22年同期比

従業者数別 延べ宿泊者数、うち外国人延べ宿泊者数（人泊）

※22.4-6より従業者数10人未満の施設も調査対象。

■ 延べ宿泊者数【従業者数9人以下の施設】

■ 延べ宿泊者数【従業者数10人以上の施設】

■ うち外国人宿泊者数

平成24年
同期比

平成23年
同期比

平成22年
同期比

延べ宿泊者数 （全体） 133,382,360 126,980,550 5.0% 126,249,840 5.6% 123,087,100 8.4%

うち外国人延 べ宿泊者数 9,179,680 7,014,110 30.9% 4,867,760 88.6% 7,557,390 21.5%

(延べ宿泊者数 に対する割合） 6.9% 5.5% － 3.9% － 6.1% －

平成25年
7-9月(人泊）

平成23年
7-9月（人泊）

平成24年
7-9月（人泊）

平成22年
7- 9月（人泊）
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(2) 都道府県別延べ宿泊者数

②都道府県別延べ宿泊者数

③都道府県別延べ宿泊者数 上位１５都道府県

（人泊）
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(3) 都道府県別外国人延べ宿泊者数

④都道府県別外国人延べ宿泊者数

※従業者数10人以上の施設に対する調査から作成

⑤国籍（出身地）別、都道府県別外国人延べ宿泊者数構成比（上位５都道府県）

○40都道府県で外国人延べ宿泊者数は、前年同期に比べ増加。
平成22年同期の水準以上に回復したのは、30都道府県。

（人泊）
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⑥都道府県別、国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数構成比（上位５国籍（出身地））
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(4) 国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数

○国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数は、第１位が台湾、
第２位が中国、第３位が韓国で、上位３ヵ国・地域で全体の
５割以上を占める。

○伸び率でみると、台湾（前年同期比+76.7%）、香港（前年同期比
+64.1%）、タイ（前年同期比+61.7%）は、大幅に拡大した。一方
で、中国は前年同期比+5.7%であった。

※従業者数10人以上の施設に対する調査から作成。
※黄色は、本年7月よりビザ緩和された国籍（出身地）。

⑦国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数
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(5) 都道府県別客室稼働率

⑧都道府県別客室稼働率

客室稼働率（全体）

※各都道府県で、客室稼働率が最も大きい宿泊施設タイプを色付けした。
また、宿泊施設タイプ別に見たとき、客室稼働率が最も大きかった都道府県を
赤線で囲んでいる。
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各月毎の状況

(1) 延べ宿泊者数

①平成22年～平成25年 延べ宿泊者数の比較

月別延べ宿泊者数、外国人延べ宿泊者数

参考

(2)国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者

平成25年7月 平成25年8月 平成25年9月

29.66 30.18 30.48 32.70 
38.04 39.61 40.36 42.71 

28.43 29.90 29.64 31.72 

8.06 7.86 7.71 7.85 

12.08 11.86 11.96 11.52 

6.82 6.85 6.83 6.88 

37.7 38.0 38.2 40.6 

50.1 51.5 52.3 54.2 

35.3 36.7 36.5 38.6 

2.80 1.68 2.62 3.35 2.59 1.63 2.46 3.11 2.16 1.56 1.94 2.71 
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平成２２年
７月

平成２３年
７月

平成２４年
７月

平成２５年
７月

平成２２年
８月

平成２３年
８月

平成２４年
８月

平成２５年
８月

平成２２年
９月

平成２３年
９月

平成２４年
９月

平成２５年
９月

延べ宿泊者数【従業者数 9人以下の施設 】 延べ宿泊者数【従業員10人以上の施設】 うち外国人延べ宿泊者数

6.2%増

（百万人泊）

28.1%増
26.8%増

39.8%増

3.7%増

5.8%増

※従業者数10人以上の施設に対する調査から作成

※太字数値は、延べ宿泊者数総数

（増減は前年同月比）



②宿泊目的割合別延べ宿泊者数 平成22年～平成25年の比較
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(3) 宿泊目的割合別延べ宿泊者数

(百万人泊)

※「観光目的の宿泊者が50％以上」の施設とは、最近１年間に訪れた宿泊者の宿泊目的を「観光レクリエーション」と「出張・業務」に分けた場合、
「観光レクリエーション」が50％以上を占める施設であり、最近1年間においては観光目的で訪れた宿泊者の方が多い、という施設です。

「観光目的の宿泊者が50％以上」の施設の時系列変化
（増減は前年同月比）

(百万人泊)

「観光目的の宿泊者が50％未満」の施設の時系列変化
（増減は前年同月比）
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※「観光目的の宿泊者が50％以上」の施設とは、最近１年間に訪れた宿泊者の宿泊目的を「観光レクリエーション」と「出張・業務」に分けた場合、
「観光レクリエーション」が50％以上を占める施設であり、最近1年間においては観光目的で訪れた宿泊者の方が多い、という施設です。

③宿泊目的割合別延べ宿泊者数 都道府県別平成22年～平成24年同月比
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※「観光目的の宿泊者が50％未満」の施設とは、最近１年間に訪れた宿泊者の宿泊目的を「観光レクリエーション」と「出張・業務」に分けた場合、
「出張・業務」が50％以上を占める施設であり、最近1年間においては出張・業務目的で訪れた宿泊者の方が多い、という施設です。
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調査の概要

1. 調査対象期間 平成25年7月～9月の3ヶ月間

2. 調査施設 全国のホテル、旅館、簡易宿所、会社・団体の宿泊所などの

全宿泊施設 ： 50,929施設

調査施設数 ： 16,684施設

回収率 ： 64.9％（全体）

3. 調査結果の推移

①月別延べ宿泊者数、うち外国人延べ宿泊者数の推移（平成24年1月～平成25年9月）

②定員稼働率、客室稼働率の推移（平成24年1月～平成25年9月）

(百万人泊)



● 母集団施設数について

・平成21年（確定値）第1四半期：従業者数10人以上の施設（約1万施設）

・平成22年（確定値）第1四半期：従業者数10人以上の施設（約１．２万施設（暫定値時約1万施設））

・平成23年（確定値）第1四半期：従業者数10人以上の施設（約１．２万施設）＋10人未満の施設（約４万施設）

・平成24年（暫定値）第1四半期：従業者数10人以上の施設（約１．２万施設）＋10人未満の施設（約４万施設）

※従業者数10人以上の施設でも、平成21年確定値と平成22年確定値の母集団数には差があります。比較する際

には、第１表をご確認頂く等、ご注意下さい。

平成22年第２四半期（4～6月調査）から、従業者数10人未満の施設も調査対象となり、その際に

母集団数に差異が生じております。調査結果をご活用の際は以下の点にご留意下さい。
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１．平成22年第1四半期以前の調査

（１）調査対象施設

平成16年度事業所・企業データベース（総務省）を基に、国土交通省観光庁で

補正を加えた名簿から抽出した、全国の従業者数10人以上のホテル、旅館、簡易

宿所の宿泊施設

（２）集計結果

全国の従業者数10人以上の宿泊施設における延べ宿泊者数等の推計値

２．平成22年第2四半期以降の調査

（１）調査対象施設

統計法第27条に規定する事業所母集団データベース（総務省）を基に、国土交通省

観光庁で補正を加えた名簿から抽出した、全国のホテル、旅館、簡易宿所、会社・

団体の宿泊所などの宿泊施設

調査施設については、従業者数に応じて以下のとおり

● 従業者数10人以上の事業所 ： 全数（悉皆）調査

● 従業者数5人～9人の事業所 ： 1／3を無作為に抽出してサンプル調査

● 従業者数0人～4人の事業所 ： 1／9を無作為に抽出してサンプル調査

（２）集計結果

全国のすべての宿泊施設における延べ宿泊者数等の推計値

調査対象拡充の概要

宿泊旅行統計調査の活用における留意点

●宿泊旅行統計調査の詳細データについて

＜宿泊旅行統計調査＞の詳細データについては、下記ホームページに掲載しています。

国土交通省観光庁ホームページ
http://www.mlit.go.jp/kankocho/

国土交通省 観光庁 情報・資料 統計情報 宿泊旅行統計

（宿泊旅行統計ホームページ）
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